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１．はじめに 
 家畜排せつ物法への対応が迫られるなかで、堆肥生産に関連する施設整備だけでなく、堆肥流
通の促進が重要な課題になっています。しかしながら、流通が求められる堆肥の情報は、十分に
整備された状況になっておらず、堆肥流通を円滑化する上で解決すべき課題になっています。こう
した堆肥情報は、堆肥を利用する耕種経営が堆肥を調達する際の判断材料として重要なだけで
なく、堆肥流通を支援する堆肥センター協議会をはじめとしたJAや行政などの関係機関が支援方
策を検討するうえでも重要な基礎資料になります。 
 本報告は、堆肥情報発信の実態について検討したうえで、堆肥情報の発信手段としてインター
ネットを活用する堆肥供給情報システムの特徴について紹介します。 

 
２．堆肥センター協議会における堆肥情報発信の現状と課題 
 堆肥流通を促進するには、多くの場合、堆肥生産者の販売努力が求められます。こうした販売
努力は重要です。しかし、堆肥生産量の増加により供給過剰な状況が生まれており、販路の確保
が難しくなっています。特に、堆肥生産者による堆肥販売の多くは、口コミなどを通じた限られた範
囲のものです。そのため堆肥生産量の増加にともなって求められる堆肥の広域流通や新たな販
路開拓に対応することは困難です。こうしたことから堆肥流通を促進するには、堆肥情報を広く発
信することが求められます。 
 堆肥情報の発信は、堆肥生産者が個別に対応することも可能です。しかし情報を広く発信する
には、組織的な対応が重要だと考えられます。こうした組織的な対応では、堆肥流通を支援する
堆肥センター協議会などの関係機関の役割が重要になります。 
 そこで堆肥情報の発信状況を把握するため、堆肥センター協議会や畜産協会や都道府県庁な
どに対してアンケートを行いました。堆肥流通を支援している関係機関にはJAの単位農協や普及
センターなどもあります。しかし、ここでは全国的な状況を把握することを目的に、都道府県を単位
にしました。 
 アンケートは平成15年の12月に実施しました。調査対象は、全国堆肥センター協議会が管理す
る都道府県堆肥センター協議会台帳にもとづく43件であり、回答は26件から頂きました。 
 
（１）堆肥情報の発信方法 
 堆肥情報の発信は、表１のような実施状況になりました。パンフレット配布や、土作り研修会の
実施率が高くなっていました。 
 一方で、流通可能な堆肥の所在情報を迅速に発信できる手段としては、インターネットやFaxの
活用が考えられますが、その実施率は高くありません。 
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畜産環境問題の現状と対策

表1 堆肥情報の発信方法

 実施する

パンフレット配布 15

土づくり研修等実施 14



 
（２）インターネットの活用状況 
 堆肥情報の発信方法では、パンフレット配布の実施率が高くなっていました。堆肥情報を知らせ
る上でパンフレットは、わかりやすく、有効な方法です。しかし流通可能な堆肥の所在情報を発信
するにはパンフレットの更新が必要になります。こうした更新には、多くの費用が必要なだけでな
く、効果的かつ効率的なパンフレットの配布方法が課題になります。こうした問題を解決する方法
の一つとして、インターネットの活用が考えられます。 
 アンケートでは、インターネットを堆肥センター協議会が独自に活用している場合は6件にとどま
りました。しかし、管内で他の機関がインターネットを活用している場合が13件ありました。結果と
して、管内でインターネットを活用した情報発信が行われているのは17件ありました。また管内で
インターネットが活用されていない9件のうち、4件には今後の導入計画がありました。 
 このように堆肥センター協議会と関係機関が連携してインターネットを活用する取り組みが進ん
でいます。 
 
（３）インターネットへの期待と効果 
 堆肥情報をインターネットにより発信することが、将来堆肥流通の促進に対して有効な手段にな
るかどうかについての設問に対しては、「非常に大きい」と「大きい」で20件あり、期待は大きいとい
えます（表2）。 
 しかし、実際にインターネットを活用して堆肥情報の発信を行っている堆肥センター協議会では、
その効果が大きいというのは2件にとどまり、あまり大きくない（3件）や大きくない（2件）、効果が不
明なのでわからない（1件）などの低い評価になっていました （表2）。 
 インターネットを活用することで堆肥情報を広く発信することができます。しかし、こうした情報を
堆肥流通の促進に生かす工夫が求められています。 
 

 
（４）インターネット活用上の課題 
 インターネットを活用する上での課題は、表3のように整理できました。まず、予算の不足に対す
る指摘がありました。 
 また、情報閲覧では機能不足であることも問題になっています。これは耕種経営が堆肥を調達
する際に役立つ情報が十分に提供されていないことを示しています。つまり、価格や堆肥の成分
値だけでなく、どのような点に配慮して堆肥を生産しているのかという情報や、堆肥利用を通じた
具体的な効果についての情報なども重要であるといえます。 
 さらに、耕種経営が活用しないということに対しては、インターネットの普及率が農村などでは低
いという問題があります。しかしJAや行政機関の大部分には、インターネットの端末が設置されて
おり、これらの機関に問い合わせることにより堆肥情報を入手することができます。したがって、耕
種経営が活用しないという問題で最も重要なことは、堆肥情報を入手したいと考える耕種経営が
限定されるため、潜在的な堆肥需要の発掘には結びつきにくいことが課題になっているといえま
す。 
 

行政等の広報の活用 11

インターネットの活用 6

情報誌の発行 5

Faxの活用 5

表2 インターネットへの期待と効果

 非常に大きい 大きい あまり大きくない 大きくない わからない

手段としての期待 1 19 4 1 1

効果の大きさ 0 2 3 2 1



 
 
３．インターネットを活用した堆肥情報発信の意義と課題 
 インターネットを活用した堆肥情報の発信が増加しています。こうしたインターネットを活用した堆
肥情報の発信には、次のような利点があります。それは、（1）情報更新の迅速性が高まること、
（2）更新のための費用が安いこと、（3）情報を広く伝達することができることなどです。さらに、堆肥
センター協議会などが情報発信の窓口になることによって、堆肥情報を一ヶ所に蓄積することが
できます。こうした堆肥情報の蓄積は、耕種経営などの堆肥利用者が堆肥情報を探すことを容易
にします。また、堆肥センター協議会をはじめとして、JAや行政などが堆肥流通を支援する上で流
通可能な堆肥の所在情報を把握することは不可欠であり、こうした所在情報をもとに堆肥流通の
支援を推進することもできます。 
 このようにインターネットを活用し、堆肥情報を発信することは大きな可能性を持っています。し
かしながら、こうした情報は有効活用されておらず、堆肥流通の促進に対して十分な効果を発揮し
ているとはいえません。この問題には、次のような要因が考えられます。（1）耕種経営などが情報
を見ないこと、（2）情報だけでは堆肥購入の判断材料にならないこと、（3）情報更新の遅れがあり
流通可能な堆肥の所在情報ではないことです。 
 こうした問題に対して、耕種経営から見られるためには、まず魅力ある情報を発信する必要があ
ります。その重要な要因の一つが、更新の迅速性にあります。これは流通可能な所在情報を更新
することにもつながります。そのためには、堆肥生産者が積極的に情報発信に関わる仕組みが求
められます。 

 
４．堆肥供給情報システムの仕様と特徴 
 現在、インターネットを活用した堆肥供給情報システムの開発に取り組んでいます。その特徴の
一つが、堆肥生産者（堆肥生産者をサポートする関係者が代行することもできます）がインターネ
ットを通じて情報の管理・更新ができるという点です。つまりリアルタイムで堆肥情報を発信できる
堆肥生産者の参加型のシステムです。 
 この堆肥供給情報システムの仕様と特徴について紹介します。本システムは、熊本県堆肥生産
利用促進協議会に協力いただき、具体的な運用計画を進めています。しかしまだ準備段階である
ため、ここではサンプルデータを用います。 
 
（１）堆肥生産者の参加 
 通常のインターネットを活用した情報発信では、情報を管理する管理者が発信する情報を収集
し、それをインターネットで閲覧できるファイル形式（html）に整理し、それをインターネットのサーバ
に送るといった手続きが必要です。こうした手続きでは、管理者への負担が大きく、情報収集や収
集された情報の更新などに多くの時間が必要になります。そのため、時間とともに変化する流通
可能な堆肥の所在情報を迅速に更新することが難しくなります。 
 これに対して、堆肥供給情報システムは、パソコンによるインターネットへの接続があれば、堆肥
生産者に前もって配布したIDとパスワードを用いることで登録情報を更新することができます。そ
のため堆肥情報をいつでも更新することができます（図１、２、３）。 
 また、堆肥生産者のなかにはインターネットへの接続が未整備な場合や、パソコンなどの操作に
不慣れな場合もあると考えられます。こうした場合には、例えばJAの担当者や農業改良普及員な
どにIDとパスワードを配布し、一人で数ヶ所の堆肥センターを管理することもできる仕様にしました

表3 インターネット活用上の課題

 非常に問題 問 題 あまり問題ではない 問題ではない

予算の不足 2 5 1  

情報閲覧だけでは機能不足 3 3 2  

耕種経営が活用しない 3 3 1  

スタッフのパソコン技能不足 1 3 4 7

情報更新の煩雑さ 1 3 4  



（図４）。 
 このように堆肥供給情報システムは、堆肥生産者をはじめとした堆肥生産現場に近い関係者が
参加しやすいシステムを目的にしています。こうした参加を通じて、堆肥情報の更新を容易にし、
魅力ある情報を発信することを狙っています。 
 

図1 情報管理のためのログイン 
 

図2 堆肥情報の管理メニュー 
 



 
（２）耕種経営における情報閲覧 
 堆肥に関心のある耕種経営は、インターネットへの接続があれば、堆肥センターの情報や調達
可能な堆肥の所在情報を入手することができます。堆肥センターの情報から堆肥を探すのであれ
ば、施設一覧を用います（図５）。堆肥の内容から堆肥を探すのであれば、堆肥一覧を用います
（図６）。 
 また、携帯電話を用いた情報閲覧も可能なため、パソコンがなくても堆肥情報を閲覧することが
できます（図７）。 
 

図3 詳細な堆肥情報の変更 
 

図4 管理する堆肥センターの選択



図5 堆肥センター一覧 
 

図6 堆肥一覧 
 



 
（３）安全性 
 堆肥情報の発信を希望する堆肥生産者は、まず堆肥供給情報システムの管理者に相談しま
す。そのうえで管理者は、IDとパスワードを発行します。 
 このIDとパスワードがなければ情報更新はできません。しかしIDとパスワードが漏洩すれば、情
報が書き換えられる可能性もあります。こうした問題に対応するため、情報更新が行われた場合
には、管理者などにメールを通じて情報が伝達する仕様になっています。 
 
（４）情報更新のサポート 
 堆肥供給情報システムでは、情報更新が行われると、トップページの新着情報が自動的に更新
されます。こうした仕様にすることで、堆肥情報の更新に取り組む堆肥センターなどが一目で把握
できます（図８）。 
 こうした新着情報は、耕種経営などの判断材料としても重要だと考えられますが、堆肥生産者が
堆肥情報を競って更新するという効果も狙っています。このような堆肥生産者の積極的な更新に
よる情報の充実は、多くの耕種経営に閲覧してもらうためには不可欠であるためです。 
 

 
５．堆肥供給情報システムの有効利用方策 
 この堆肥供給情報は、堆肥の所在情報を発信するツールになることを期待しています。しかし、
堆肥流通の促進を図るためには、こうした情報発信だけでなく、耕種経営の潜在的な堆肥ニーズ
を掘り起こす必要があります。そのためには、耕種経営に対して指導的な役割を果たす営農指導
や普及に関わる専門家に堆肥情報を活用してもらい、堆肥利用を推進する仕組みが必要ではな
いかと考えています。 
 今後、堆肥供給情報システムを具体的に運用し、情報を利用しているユーザの声、堆肥生産者
の要望などに対応したシステムの改善を図ります。また、堆肥供給情報システムによる情報発信
が堆肥流通の促進に対してどのような影響を及ぼしたのかについて検討したいと考えています。 

図7 携帯電話による閲覧

図8 新着情報の表示


